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男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思に

よって社会のあらゆる分野における活動に参画する

機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済

的、社会的及び文化的利益を享受することができ、

かつ、共に責任を担うべき社会 

男女共同参画社会 

男女共同参画社会基本法第2条 



１．女性活躍推進法 
２．女性の活躍促進 
３．女性の活躍状況の「見える化」 
４．ポジティブ・アクション 

男女共同参画社会基本法（1999年） 

社会のあらゆる分野において、 

2020年までに、指導的地位に女性が 

占める割合が少なくとも30％程度に

なるようにする 

９つの政策 



５．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス） 
６．女性に対する暴力の根絶 
７．男性にとっての男女共同参画 
８．地方との連携 
９．災害対応 

男女共同参画社会基本法（1999年） 

９つの政策 

内閣府男女共同参画局ホームページ 

http://www.gender.go.jp/ 



小児科女性医師の働く環境改善委員会 
女性医師の職域での環境改善プロジェクト
委員会 
小児科医のQOLを改善するためのプロ
ジェクトチーム 
女性医師の職域での環境改善委員会 
小児医療委員会内小児科医ワークライフ
バランス改善ワーキンググループ 
男女共同参画推進委員会 
 現在に至る 

2002年 
2003年 
 
2006年 
 
2006年 
2012年 
 
2014年  

日本小児科学会の取り組み 



１．男女共同参画の視点にたった学会活動 

２．意識啓発 

３．環境整備 

４．教育 

基本方針 

小児医療委員会理事 江原伯陽先生による
男女共同参画推進委員会設置要望書から 

基本理念 

日本小児科学会は会員の小児科診療、研究、教育を

通じて男女共同参画社会の推進に貢献します 



１．男女共同参画の視点にたった学会活動 

 １）クオーター制による女性理事選出 

 ２）各種委員会に女性委員の積極的登用 

日本小児科学会の基本方針 



日本小児科学会の会員数 

毎年9月集計 

1996 2016年 2006 2011 2001 

 5,000 

20,000 

15,000 

10,000 
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男性 

女性 

35.6% 28.7% 

21,795名 



年齢別会員数（2016年） 

年齢 

（才） 

会員数 

（人） 

女性の比率 

（％） 

２０～２９ １,０８９ ４１．８ 

３０～３９ ２,３７３ ４４．１ 

４０～４９ ４,８６１ ４２．３ 

５０～５９ ４,３５６ ３０．９ 

６０～６９ ４,１３７ ２３．１ 

７０～ １,９７０ ２７．６ 

日本小児科学会の会員数 



年度 ２００６ ２００８ ２０１０ ２０１２ ２０１４ ２０１６ 

理事 

男 １９ １９ ２０ ２０ ２０ ２０ 

女 １ 
(5.0%) 

１ 
(5.0%) 

０ ０ １ 
(4.8%) 

２ 
(9.1%) 

代議員 

男 ５４２ ５４５ ５４５ ５４５ ５３３ ５３２ 

女 ５６ 
(9.4%) 

５２ 
(8.7%) 

４９ 
(8.2%) 

４９ 
(8.2%) 

５０ 
(8.6%) 

４５ 
(7.8%) 

女性不在
都道府県 

２４ 
(51.1%) 

２３ 
(48.9%) 

２３ 
(48.9%) 

２３ 
(48.9%) 

２５ 
(53.2%) 

２５ 
(53.2%) 

日本小児科学会役員 

全国区の女性理事枠１名が設定された 



年度 ２００６ ２００８ ２０１０ ２０１２ ２０１４ ２０１６ 

委員会数＊ ２５ ３３ ３７ ４６ ３３ ３１ 

委員数 

男 ２３５ ３４５ ４４０ ５５２ ４４５ ４３６ 

女 ３１ 
(11.7 %) 

４６ 
(11.8 %) 

４８ 
(9.8 %) 

５９ 
(9.7 %) 

５６ 
(11.2 %) 

７９ 
(15.3 %) 

日本小児科学会各種委員会 

＊ ワーキンググループも含む、 

   日本小児連絡協議会合同委員会は日本小児科学会員のみ 

増加 



２．意識啓発 

 １）学術集会・講演会で男女共同参画に関する企画   

  の用意と継続的な実行 

 ２）若手・女性医師支援の講演会などの企画 

 ３）ＨＰで男女共同参画活動情報発信 

日本小児科学会の基本方針 



先輩に学ぶキャリアの 
積み方・活かし方 
 
Part 1： 
2015年4月19日(日)  
大阪  学術集会 77名 
 
 
Part 2： 
2016年5月14日(土)  
札幌  学術集会 123名 
 
Part 3：予定 
2017年4月 
東京  学術集会 



カフェ企画 

ブースを４つに分け、４つのテーマについて討論 
 
学術・研究 
医療体制 
コミュニティ 
将来の小児科医 

2016年は“将来の小児科医を考える委員会”の企画 

2017年は合同で行うことを計画中 



一般演題 各種シンポジウム 

2010（岩手） 5.7％ 2.8％ 

2011（東邦） 8.1％ 9.1％ 

2012（久留米） 8.6％ 2.2％ 

2013（広島） 9.3％ 3.4％ 

2014（三重） 7.3％ 2.3％ 

2015（大阪） 20.4％ 20.4％ 

2016（札幌） 12.5％ 12.5％ 

男女共同参画推進 
委員会活動開始 

小児科学会学術集会における女性座長の割合 

三石委員長調査 



２．意識啓発 

 ３）ＨＰで男女共同参画活動情報発信 

１．リレーコラム：キャリアの積み方 私の場合  

   現在 ２７名（女１８名、男９名） 

 子育てのみならず、留学、サブスぺシャリティ、転職、 
ガラスの天井の打ち破り方など多岐に渡る経験談を
ぜひあなたのキャリア形成の参考に！ 

 小児科学会誌にもシリーズとして順次掲載 

 

２．小児科医バンク 
 女性支援 



３．環境整備 

 １）復職支援 

 ２）子育て支援 

 ３）勤務時間への配慮 

 ４）勤務形態の多様性 

日本小児科学会の基本方針 



１．離職した医師の復帰支援のための再研修プログラム
の実施 
 
２．小児科医バンクの運営 
 2006年にパイロットプロジェクトとして大阪地区に限定し
て運用開始 

 2007年7月から日本全国を対象に運用開始 
 最近のアクセス数 1日平均2４～32件 
 現在（2016年10月）登録114施設、求人34件 
  
３．子育てのための勤務配慮に関するアンケート調査 
 全国の大学医局長を対象に実施 
 結果は2017年小児科学会学術集会で発表 



４．教育 

 １）学生へ  ２）管理職へ 

 ３）関係者へ  ４）小児科受診者へ 

日本小児科学会の基本方針 

医学教育の講義に取り入れる 
（平成22年から文科省通達） 
学生を含めてのシンポジウムの開催など 
 
今後の課題 


